
教育委員会企画総務課

これまでの地域や外部人材と連携した活動について
学校では、これまでも地域の方々や外部の方々のおかげで、子どもたちは様々な教育活

動に取り組んでいます。その取組の一部を紹介します。

【木花小学校「木花相撲踊り演奏活動」について：木花相撲踊り保存会との連携】
〇江戸末期の相撲巡業を機に始まった木花相撲踊りは、保存
会の方々が、木花小同好会（５、６年生）の子どもたちに、
三味線、太鼓、謡を教え伝えています。運動会では、子ど
もたちの演奏で全校児童が踊りました。

【恒久小学校「防災講話」について：防災士ネットワークとの連携】
〇地域の一員である防災士の方を講師に招き、５年生を対象に
東日本大震災や熊本地震の時のボランティア活動を例にあ
げながら、「大切な命は、自分で守る」ことについての具体
的な方法を話されました。海にも近く、大淀川と八重川に囲
まれた地域だからこそ、すぐに高い建物に逃げること、避難
グッズや避難経路の確認等、わかりやすい話に真剣に聞いて
質問する姿が見られました。

【青島小学校「サーフィン体験活動」について：青島アクティビティセンターとの連携】
〇青島地区の３小中学校（青
島小学校、内海小学校、青
島中学校）では、青島アク
ティビティセンターと連携
し、地域の環境を生かした
サーフィンやクラフトづく
りを体験しています。サー
フィン体験では、手や足の
動き、視線の方向等を学び
ながら波に乗る楽しさを味わっていました。

【赤江小学校「教育講演会」について：2020東京オリンピックハンドボール競技
女子日本代表主将 原 希美 氏】
〇講演会は、校長先生と原 希美選手との対話形式で、事前に
子どもたち（5、６年生）から集約した質問を、校長先生が
原選手に聞く形で行われました。「苦しいときにチームを盛
り上げるには？」「不安があるとき、どうやって自信をつけ
ますか？」等の質問に対して、丁寧に答える原選手に、子ど
もたちも聞き逃さないようメモをとりながら聞く姿が見ら
れた講演会でした。
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【古城小学校「田植え活動」について：個人、JA青年部、大淀地域まちづくり推進委員会
との連携】
〇6月の田植えでは、ぬかる
んだ田んぼにおそるおそる
足を入れた子どもたち（５
年生）ですが、しばらくす
ると楽しそうに田植えを行
う様子が見られました。
また、１０月の稲刈りで

は、鎌で上手に刈り取る姿
が見られました。

【内海小学校「明日葉餃子づくり体験」について：青島・内海明日葉会、青島地域まちづ
くり推進委員会等との連携】
〇地元の農産物の理解を深めるために、地域の方々が指導者と
なり、約２５年前から生産されてきた明日葉（アシタバ）を
使って、３、４年生が餃子づくりに取り組みました。教えら
れたとおりに丁寧に包みながら、うまく包めた喜びと焼きあ
がった餃子のおいしさにうれしそうな様子が見られました。

【住吉小学校「住吉地区の元気のひみつを探ろう！」について：住吉地域まちづくり推進
委員会との連携】
〇住吉地域まちづくり推進委
員会が中心となり、３年生が、
希望する６つのテーマ「防
災」「環境」「福祉」「健康」
「広報」「未来」に分かれて
学習しました。「交番の人は
何人いますか？」や「住吉に
はどんなイベントがありま
すか？」など、地域の講師の
方々に次々と質問する姿が見られました。

【住吉南小学校「日平俵踊り復活プロジェクト」について：住吉地域まちづくり推進委員
会、村上三絃道との連携】
〇住吉地区で、一旦は途絶え
ていた「日平俵踊り」の復
活に向けて、学校と地域ま
ちづくり推進委員会が３年
間話し合いを重ねながら準
備してきました。
また、唄や三味線等の子
どもたちへの指導は、県内
外で三味線等を指導する
「村上三絃道」の方々がしてくださっています。
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【小松台小学校「ふれあい in小松台」について：ふれあい in小松台実行委員会、小松台地
域まちづくり推進委員会、小松台地域事務所との連携】
〇１２年前に始まり、全校児童
（約６００名）を対象に、地
域の方々が講師として３１
の講座を設けて、様々な活動
を行っています。「足が速く
なる講座」、「スライム教室」、
「ゆかたで変身」、「箱庭づく
り」等、この日を楽しみにし
ている子どもたちも多く、地
域の方々から楽しそうに学
ぶ姿が見られました。

【生目台西小学校「安全マップづくり」について：生目台地域まちづくり推進委員会との
連携】
〇地域まちづくり推進委員会の方々の協力で、４年生が校区内の
危険箇所を調べて、安全マップづくりを行いました。地域の
方々に教えてもらいながら、標識や危険箇所等を地図上に書き
込んだり、タブレット端末で撮影したりしながら活動しました。
子どもたちは「身近な危険について改めて考える事ができた」
等の感想を述べる等、有意義な活動が見られました。

【七野小学校「雨太鼓活動」について：個人】
〇５、６年生が、伝統ある雨太鼓を地域の方から教わり練習して、
次の下級生につないでいます。コロナ禍のため、お祭り等のイ
ベントがなく、本年度は参観日での発表となりましたが、下級
生からは「自分たちがしっかりと受け継ぎたい」「すごく練習
をしてきたことがわかる演奏でかっこよかった」等の感想が発
表され、感動する保護者も多数見られました。

【穆佐小学校・高岡小学校・高岡中学校「合同穆園学習会」について：高木兼寛顕彰会、
東京慈恵会医科大学との連携】
〇高木兼寛先生の教えである「ふる
さとを愛し、ふるさとに誇りをも
とう」をテーマに、高岡中３年生
による「合唱：モルダウ」、高岡
小５年生による「麦作りの発表」、
穆佐小５年生による「劇：兼寛先
生に学ぶ私たち」等が行われまし
た。松藤千弥学長（東京慈恵会医
科大学）もリモートで参加され、
子どもたちを応援してくださいま
した。

劇「兼寛先生に学

ぶ私たち」

合唱「モルダウ」 「麦作りの発表」

「おもちゃドクター」講座 「ヒップホップダンス」講座
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【大宮中学校「平和台公園清掃ボランティア活動」について：大宮地区青少年育成協議会
との連携】
〇校内のボランティア部が中心となり、青少年育成協議会と連携
し、休日の平和台公園清掃を生徒に呼びかけ、当日は１００名
近く参加しました。本年度は、１回目の大淀川清掃、２回目の
新別府川清掃に続き、３回目の実施です。自分たちで青少年育
成協議会の方々と協議しながら計画し、清掃用具を準備し、広
い平和台公園を場所ごとに生徒を割り振り、当日は、参加した
生徒が熱心に活動する姿が見られました。

【本郷中学校「SDGｓ体験学習」について：本郷地域まちづくり推進委員会、本郷地区自
治会連合会、まなび野緑地公園愛護会、まなび野自治会との連携】
〇２年生が、ＳＤＧｓについて学ぶために、地域の宮崎市環境学
習パートナーの方に講話をしていただきました。その後、まな
び野コミュニティセンターでグリーンカーテンやエコステー
ションについて体験し、自分の考えるＳＤＧｓへの取組を掲示
しました。また、廃油を用いたキャンドルづくりも行い、公園
の周囲を照らす活動を行いました。

【生目南中学校「ダンス同好会」について：個人】
〇学校の特色の一つとして、「ダンス同好会」を作りたいという
願いで公募したところ、ダンススクールでインストラクターと
して活動している方が、ボランティアで毎週１回２時間、２５
名の生徒（１年、２年）を指導してくださっています。常に笑
顔で生徒を明るく励ましながら指導してくださり、子どもたち
のダンス力の向上と楽しそうに笑う姿が見られました。

【赤江東中学校「放課後寺子屋教室」と「プログラミング教室」について：赤江東地区青
少年育成協議会・宮崎情報ビジネス医療専門学校との連携】
〇青少年育成協議会が放課後寺子屋教室を主催し、希望者を対
象に、見守ることを中心にした毎週１回の学習教室を実施し
ました。予習や復習をしたり、定期テストや入試前の学習と
して、真剣に取り組む姿が見られました。

〇同様に、青少年育成協議会が主催し、プログラミングに興味
がある生徒たちを対象に、宮崎情報ビジネス医療専門学校の
協力でプログラミング教室を実施しました。子どもたちは、
自分の思い描いたような動きをするためにどのようにプロ
グラミングしていくか、講師の方の指導を受けながら、真剣
に学び夢中になって取り組む姿が見られました。
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【生目台中学校「寺子屋事業」と「三世代交流事業」について：生目台地域まちづくり推
進委員会・生目台地区青少年育成協議会との連携】
〇「寺子屋事業」については、地域まちづくり推進委員会
が主催し、３年生の希望者を対象に地域の方々や宮崎大
学の学生の方々を講師に、ボランティアで毎週３回約２
時間程度で年間８０回近く行っています。長年継続して
いる活動で、子どもや保護者だけでなく、先生方や地域
の方々にも根付いている活動です。

〇「三世代交流事業」については、生目台地区青少年育成
協議会が主催し、地域の７０歳以上の一人世帯の希望者
の方々に、青少年育成協議会との方々と生目台中ボラン
ティアサークルの生徒たちが、一緒に手作りしたお弁当
を配付する活動です。２５年近く続く活動で、今年は約
２００食のお弁当を配付しました。子どもたちが来るの
を楽しみに待っていてくださる地域の方々が多く、訪問
先では、たくさんの笑顔が見られました。

【田野中学校「キャリア教育」について：県キャリア教育支援センター・新富町地域おこ
し協力隊・こゆ地域づくり推進機構との連携】
〇３年生を対象に、地域の方々も交えた５人の講師の方々
が話される実際の人生の経験談を通して、自分のこれか
らの選択肢を広げようと考えたり、残りの中学生時代の
過ごし方を考えたり、SDGｓについて考えたりする姿が
見られました。

【清武中学校「キャリア教育交流事業」について：宮崎大学地域資源創生学部との連携】
〇３年生を対象に、身近な大学生と交流して将来を考える
きっかけにしようとするものです。数人のグループに分
かれた生徒たちに対して、それぞれ一人の大学生が対応
する座談会形式で行われました。
和気あいあいの雰囲気の中で、大学生が受験での失敗
や起業したこと、一人旅や仲間との出会い、中学時代に
悩んでいたことなどを話し、また、生徒たちの積極的な
質問等に丁寧に応えていました。各グループで生徒たち
の笑い声やうなずく姿が見られました。
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【各地域における登下校時の見守り活動について】
〇市内のさまざまな場所で、地域の方々が「見守り隊」として、ボランティアで子ども
たちのために登下校の見守り活動を行っています。夏の暑い日や、冬の寒い日、また
大雨の中でも、子どもたちの安全のために、朝７時前から危険箇所に立って誘導した
り、青パトで巡回したりしていただいています。また、早朝から見守っていただいて
いる先生方や保護者の方々もいます。次の写真は、その一例です。

池内小付近 清武小付近

広瀬北小付近


